
ヒノキ苗のベスタロチア蘭

伊藤一雄(1)
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昭和 24 年(1949) 9 月，東京都同県区ド円黒農林省林業試験場11~内古畑で，ヒノキ播種苗約 1 万 2 千

木のうち，その 10% 内外に激しい病~が現われたっ病苛を検資した結果，いずれにも Peslalotia 菌が

多量にl認められた

その前後から病名鰍定の依頼をうけて各地から日けられた当年生前および床替苗に，きわめて高い頻度

で Pestalotia 菌が検出されるので，これは広く分布し，一般の前知iでもかなり H につくものであることを

知ったりそれまで，わが国で Pestalotia 菌によるヒノキの病符については， わずかに郎 (1927) がその

著書に Pestalotia funerea DmD[. を病原菌とし，病名をヒノキの赤枯病とよんでいる松度の間単な記述

しかなかった Pestalotia 菌がヒノキ首にきわめて普通的に見いだされるので， 筆者らはこれをひとと

おり調査研究する必要を感じ庇ちに実験に着手した しかし種々の事i陪のため実験は思うように進捗せず

その公表はのびのひ、になったが，さらに今般この{iJf究を中断するのやむなきに至ったこ

筆者らがこれまで‘えた笑験成績ははなはだ断片山jで，また実験の繰り返しも少なし公表するにはあま

りに不備粗漏なものであるが，近くこれを紛続する予定は今のところ全くたたないので，せめてこの病害

を診断する上のー資料にもと考え，あえてこれを取りまとめることにした J なお，これについては筆者の

大伊藤 (1951， 1952) によって間単な報告はすてIこなされている c

病徴および標徴

被告は普j五百の地際に近い奨から ~Wr次上方にむかつて進展

し，はじめ自主褐色~濃紫禍色を呈し，後にはJk視色に_;{éじ，乾

燥してもろくなる 病奨を少しく拡大してみると，やや|慌た:し

て楕円形をなしその中央に縦の裂口を聞く本菌の子実体(分

生子堆)がl恨められる (Text-fig_ 1) 混度の高い場合，また

は混室処理を施すと子実体の裂口から黒汁状のJl包子角が海出さ

れる (Text句fig_ 2) ご

当年生稚一苗はj位湿な環境下では首の先端部から下方にむかつ

て侵されることもあるこ被害は当年生ないし 3 年生苗によく認

められるが，最もはなはだしく侵されるのは当年生稚苗で，こ

の場合には全く枯死することもまれでないc

供試菌

筆者らがみずから採集し，あるいは各地からの病名鑑定依額

(1) 釜淵分場長・農学博士 (2) 京都支場保護研究室員

Text-fig_ L Pestalotia 菌による

ヒノキ苗擢病部の標徴(拡大〕
(-=lmm) 
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Text.fig. 3. ヒノキ百の Pestalotia 菌の分生子准

および分生I!包子 (，--， =50μ) 

第 1 表供試菌併;

Table 1. Isolates used in the experiments. 

菌株|守主| 採 集 地 !採集年月日
番号 l 山令 I 'J/]¥" :7t~ "'-u.:. 

PCー l い年生百|東京都目黒区林試構内 IrX-20， 1949 

PC-212 ァ |高知営林局管内 IJX , 1949 

Text.fig. 2. 際病ヒノキ首に形成された

Pestalotia 菌の胞子角(拡大〉

('--I=lmm) 

Pc-312 グ |兵庫県美嚢郡三木町 i x , 1949 

Pc-4i 2 グ |東京都庁黒区林試構内 Ir ー 16， 1950 

によって送付された標本から分離した Pestalotia の菌株は多数保存されているが， これらを肉眼的にみ

た菌設の状態から 4 '1伴に分かち，さらに各mから 1 菌株ずつを選び実験に供した。供試菌の冗録を Tab!e

l に示すI

分生胞子の形状および大きさ

各菌株を隠鈴馨寒天(馬鈴薯 200 g，ブドウ純 20g， 蒸沼'iJk 11 ， 寒天 20 g) に約 1 カ月!!JJ (25つ C)

第 2 表 分主主: JJ包子の大きさ〔μ〉

Table 2. Dim巴nsion of conidia. 

-I~~p;士!よ?ニヰ盃直面JEHTi
PCー l

寄主 「「l~ ヤ 9つγ(ド7 l「O1i 7 8つγ|1「l口3一 l凶山4川9つ[ 一 l -i 1 3 4 6 1 % 4 1 2 ~ 
3 

培考基〔11 29~44133.0 I 7~ 81 7.4113~19115.2 111~16113.4114~45126.7 12~4 3 
24~32; 28.5 1 6~ 8! 6.4 !14~151 13.8 i 8~17: 11.0 iI7~33: 24.8 I 2~4 3 

Pc-2 

培養基〔(2l〉> |2M8326|7~lq B41日5170lMOl120b任|330lM 3 
27~37 3 し 4 , 8~ 9: 8.0 114~ー叫 3 

Pc-3 

培養基〔〔2l〕> (ト41344~OBol15~211178|μ191 130 lM9l236 日| 3 
21~32 26.0 6~ 7 6.0 111~15 ， 13.4 1 5~131 8.6 i17~381 23.5 I 2~3 I 7 

PC-4 

培養基〔(217> l2M012781M| “ |14~19|1561 ←118 ・ 41Mll 1641Ml 2 
17~25' 20.8 1 5~6 I 5.8 j !O~151 12.6 1 3~ 81 5.4! 5~17; 10.4 1 2~4 3 
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:tì~- 1!t した後p 形成された分生/J包子を倹貨制定したc 実li貨は 2 fTIJ繰り返し，各菌存b 各回とも測定は 30 個

の/J8子について行い， なお Pc-l については寄主上の分生胞子についても測定したc これらの結果は

Table 2 および Text-fig. 4 にかかげる。

Table 2 を見てわかるように，培主主基に形成された分生胞子の測定値は， 第 1 回と第 2 凹でかなりの

l&がでている c また Text-fig. 4 カ通ら l珂らカ￥なように分生胞子の形状i 工 Pc-l ， Pc-2 , Pc-3 はおのお

のきわめて近似で，なかでも Pc-l と Pc-3 にはほとんど差が見いだされなし、が， Pc-.4 はこれらと

やや異なる形状をとり，また大き~も他に比べて小である c

D 

~ぷ

1w 
Text-fig. 4. ヒノキtb4の Pestalotia 菌の分生胞子

A , Pc-l (P. chm却型ecypari・dis); B, Pc-2 (P_ fzmerea?); C, Pc-3 (P. c/u明taecyparidis) ; 

D, Pc-4 (Pestalotia sp.) (-=20μ〉
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分生胞子の発芽

第 3 表 分生IJ包子の発:月三前段 (Pc-1 ， 25c C , 2 時InJ後)

Table 3. Germination of c口 nidia.

y'k ~~!: l!I.l -,_ :*iJ" ¥ 発 芽 率 | 最大発芽管長総胞子数 |発]::胞子数 i 
(%) (μ〕

34 

第 4 表 分生IJ包子の発冴ーと温度との関係 (15 r時 /t i/後〉

Relation between conidialg官rmination and temperature (after 15 hrs.) 

発芽率(%)

IIOC 180C ιCl---;子了I 288C ωOC 

27 48 1 63 65 97 64 

21 46 50 21 34 100 

24 87 88 87 91 97 

50 83 87 91 98 89 
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Table 4. 

菌株替号
40C 

PCー 。

Pc-2 。

Pc-3 。

Pc-4 。

分生JJ包子は各菌株とも発芽カてはなはだ容易で，

馬鈴薯寒天にまきつけたものは， 25 0 C, 12 時間

後にはほとんど 100% の発芽率を示すけ 発51 の

橡式は他の Pestalotia 属菌と同様に，淡着色細

胞から発芽管をのばす (Text-f ig. 5) 勺

Van Tieghem cell 法により， 蒸溜水および

2 ~b プドウ糖水溶液で行った発芽試験の， 250C，

2 時間後の発~ユ状況を Table 3 に示す ただし

木実験には Pc-1 を使用した

Table 3 からみられるように， 25 C でわずか

2 時間後に， 21~34% の発芽率を示し， 最大発

芽率管長は 21~35μ に達したご

馬鈴薯寒天に形成された分生胞子を新たな馬鈴

薯寒天にまきつけて，温度と発芽との関係を調べ

た。 15 時間後の発芽率を示せば Table4 のとお

りである

Table 4 をみると， 各菌株間には差が認めら

れず，また llO~300C において発芽率にいちじ

るしい差違はないようであるシ

50 21 

32 21 己5
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菌叢の発育と温度

第 5 表菌設の発育と温度PFtri 皿法により，各菌株の菌主主の発育と温

度との関係を，馬主令馨寒ヲミを使用して調べた結

呆は Tab!e5 のとおりである。ただし実験-1

は 6 日後，実験-2 は 7 日後にìl\lJ7i三し，表にか

かげた菌謎直径は各菌株，各温度とも Petri [lJi 

5 個の平均悩である

Table 5. Effect of temper旦tures upon the 
mycelial growth 

Tabl巴 5 から，各菌株とも 25つC 附近を最適

温度とし， 30 C およびそれよりも高い温度で

は全く発育しないことがわ方通る (Plate 1)0 

培養基上の菌叢の特徴

各菌株を馬鈴薯寒天に培養して比較した結果

は次のとおりであるニ

(1) Pc-1 菌設は最初]ややうずく，顕著

な同心環状の発育をし後に菌叢表面に微細な

温度
菌叢直径 (mm)

(C) 
PC-2 Pc-3 

実験 1 (6 日後)

l 己~18 51 60 52 

20 65 65 64 

25 8J 82 85 

30 。 。 。

35 。 。 。

実験-2 (7 日後〉

19 63 65 58 

21 68 72 63 

25 87 87 82 

3 コ 。 。 。

35 。 。 。

Pc-4 

54 

58 

70 

。

。

48 

57 

77 

。

。

分生)J国子塊を多数形成する 菌設の裏面からもまた小山子塊の形成が多数認められる (Plate 2, A , B)c 

(2) Pc-2 菌叢は厚く，表面平滑な発育をし， 菌叢の米商にはやや大きな少数の分生Jl包子塊を形成

する。菌設の裏面に形成される胞子塊もまた比較的大で，少数である (Plate 2, A , B) , 

(3) Pc-3 菌叢は最もうすしその表面および裏面とも， おびただしく多数のノj、分生胞子塊の形成

が認められる (Plate 2, A , B) , 

(4) Pc-4 菌叢の発育は i也の菌株に比べてやや不良であるが，最も厚く，また菌哉の)~j縁却は不整。

分_tt)J包子の形成はおそくまた少ない。分生)J包子塊は最も大である (Plate 2, A B) 。

病原性

昭和 24 年 (1949) 5 月中旬播種したヒノキ苗を翌 25 年(1950) 6 月中旬楠木鉢に 6 本ずつ移植した。

有傷援}重区は細L 、針金〔紙荷札に使用する松度の太さ)で業j1ij;こ軽く主主傷を与え，あらかじめ馬鈴薯寒天

に培貸して形成された分生胞子の濃厚浮滋液を噴霧し，ベノL ジャーをかぶせて 24 時間放置し，後これを

除去したり無傷接種区は苗木に傷をつけないでそのまま噴霧接種したほかは有傷接種区と同ーの取り扱い

をした。対照区は胞子浮滋液の代りに殺菌蒸溜水を噴霧し，本接種試験は 7 月 24 日(昭和 25 年)に実

施し，菌株は Pc-l を用いた3

接種してから約 3 週間後には有傷接種区に明らかな病徴が認められ，なお分生胞子が形成されるものも

あった。 8 月 30 日に調べた結果を Table 6 に示すc

Table 6 から明らかなように，有傷接種区では激しい病原性が認められ， 全く枯死するものもあった

が，無傷接種区では権病するものはなかった (Plate 2, C , D , E)c 
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第 6 表 ヒノキ苗に文対t する接種試!

T旦ble 6. Inoculation experim巴口t to the seedling3 of ChaJ河aecyρaris obtusa. 

接種方法 ]木響 i *~-!Ii#.é I 雇竺押f品itl雇毛布品なし| 言f
本|本|本!本 l 本|本
凸 120

(対照 10 6 0 0 I 0 6 6 

接種
2 6 

有 3 6 ? 

4 4* 。

5 6 。

6 6 

無
|接種

傷|
9 

7 

8 

6 

4 6 

6 

。

。 4 

。 6 6 

。 。 6 6 

。

。

。 6 6 

6 6 。

注:催病程度一町....首全体が枯死する程度

グ ーβ. . . .1自の上端からド部に向って 1/3 以上の部分が枯死する脱皮

グ -y ・・・・苗の小枝が擢病し，また業に病斑が認められる程度
*苗木 G 本のうち 2 本は接種を行うï)íjに枯死した。

菌名

ヒノキ成(Chammc ypar is )に寄生する Pes!alotia 菌として ， P. conigena Lí,v. (Kr,EBAHx 1914) , 

P. foedans SACC. et ELLIR. (GFI1λ 1929) ， P. funerea D払町[. (GUJlA 1. c.) およびP. cha別立ecyρaridis

SAWADA (沢田 1950) の 4 種が記載されているが， GUBA (1. c.) は P. conigena を P. funerea の

synonym として取り扱って L 、る c P. foedans , P. c加問2ecyparidis および P. funerea の形態，大き

さを摘記すれば Table 7 のとおりである

ただし P. funerea についてはすでに指摘されたように(伊藤・渋川・小林 1952) ， 各研究者にょっ

第 7 表 従来記載されているヒノキ属の Pestalotia ~ 

Table 7. Pestalotia of Cha附~aecyρaris described by earlier worker3. 

l誕2 | 点、LC2品形 i 

i 隔膜部二22ftびれる|鵬首)~こりt くびれる|
14~16.5μ ・ 15~1?5

菌名 I P. foedans 

研究者 GUIU (1929) 

着生部位! 腐朽した樹皮

分生胞子会長
(除繊毛〉

グ幅

グ着色細胞長

柄長 | 4~8μ 

繊

紘

毛
一
毛

長
一
数 3 (2~4) 

!O~17μ 

P. funeγea 1 P. ch側aecyparidis

l 沢日1 (1950) 

| 葉および梢
23~26μ 

紡錘形

Gm:A (1929) 

葉および校

5.5~8μ 

!3~15μ 

2~7μ 5 

5~20μ 16~26μ 

3, 4, 5, (6) 3 
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てその測定航にかなりの開きがある。すなわち S'J司EYE:\S (1. C.) は胞子の全長 22~32μ， 胴 6~8μ，

繊毛長1O~15μ，織毛数 2~5 とし， WE I>:\EH, (1. C.) は全長 30μ， 1隔 8μ， 繊毛長 16μ， 繊毛数 3

(l ~4) と述べ，また Kr，lè JlAJ I:<I (1. C.) は全長 23~29μ ， 11I高 8~9μ，繊毛長 12~20μ，繊毛数4~

5 とす己載している

筆者らの菌をこれらと比較してみると ， Pc- l, Pc-3 は形状，大きさともに P. chamaecyparidis に

近く ， Pc-2 I 土 P. fUlZerea にやや額似し， また Pc-4 の測定値は P. foedans に近似ではあるが形

状はこれに一致しないυ

要結

ヒノキ世iの枯死部にはきわめて普通に Pestalotia 菌が検出されるつ筆者らはヒノキwから分離した多

数の Pestalotia 菌菌株から 4 つを選び，発芽・計"，'1立ー上の性質および形態の比較を行い2 さら Iこ病原性を

知るために抜種開放を行った

これら 4菌株を従来ヒノキに記載されている 3 種の Pestalotia 菌と比較すると ， P. clzarnaecyparidis 

SAWAnA に近イJ~のものが 2 ， P. funerea DESl¥L Iこ類似するものしおよび分生胞子の大きさは P.

foedans SACC. et ELLTS にほぼ一致するが，形状に差があるもの 1 ということになるようである。

ヒノキ-mに対する按積試験の結来からみて， Pestalotia 菌は通常苗に傷がある場合にだけ侵入して発病

させるもので，無傷健全苗には病原性を現わすことはないと見てよいが，しかし過湿な場合には苗の軟弱

なjlil分から侵入して発病させることもある、
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図版説明

(Explanation of plates) 

Plate 1. 

馬鈴薯寒天上の菌設の特徴 (7 日後〕

(Mycelial colonies of the fOllr isolates of Pestalotia on potato司agar， after 7 dayι〉

A, B, C: Pc-l (P. chamaecyρaridis SAWAllA); 

D, E, F: Pc-2 (P. funerea DES~r.?); 

G, H, 1: Pc-3 (P. c加1四ecyparidis SAWADA); 

J, K , L: Pc-4 (Pestalotia sp.); 

A, D, G, J: at 25 C; B , E, H , K: at 21oC; C, F , 1, L: at 18'C. 

Plate 2. 

A. 馬鈴薯寒天上の菌設の特徴(表面， 250C) 

(Mycelial colonies of th巴 fOllr isolates of Pestalotia on potato.agar at 25 0 C, from upper 

sllrface) 

B. 向上(裏面)

(Ditto , from the bottom of the tubeョ)

From right to left: Pc-l (P. chamaecyparidis SAWADA); Pc-2 (P. funerea DEf'M.?); 

Pc-3 (P. c加maecyparidis SA�'ADA and Pc-4 (Pestalotia spふ

C-E. 接種試験結果

(R白slllts of the inoculation experiment) 

C. 有傷接種 (Wollnded inoclllation); 

D. 無傷接種 (Unwollnded inoclllation); 

E. 対照、 (Control)

Kazuo lT� and 5h琮i KON'l'ANI: Pestalotia Parasitic on 5eedlings of 

Chamaecyρaris obtusa 5IE"B. et Zucc. 

R駸um� 

Fungi belonging to the genus Pestalotia have been very frequently found on 

the blighted parts of the seedlings of Chamaecyρaris obtusa 5n,n. et Zucc. 

From a number of Pestalotia isolated from the seedlings, four isolates were 

selected by the writers and used for some morphological , cultural and parasito・

logical studies. 

Comparing the writers' fungi with those described hitherto , the two isolates 
are accordant with P. chamaecyρaridis 5AWADA in the morphological characters, 
the one is similar to P. funerea DER l\I., and the other may be an unknown 

specles. 

Results of the inoculation experiment show that the Pestalotia enters into 

the seedlings only through wounds and induces the blight, but not through the 
unwounded healthy portions. 
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